
西
木
公
民
館
　
　
青
流
の
会
新
春
短
歌
大
会

【
雑
詠
部
門
講
師
（
東
海
林
勇
一
）
選
】

特
選　

張
り
替
え
し
障
子
の
糊
の
乾
き
た
る
部
屋
に
冬
日
の
淡
く
込
む　
　
　
　
　
　

芳
賀  

武
志

入
選　

髪
の
毛
を
少
し
短
く
整
え
て
だ
れ
気
味
の
吾
年
の
瀬
に
向
か
う　
　
　
　
　
　

橋
本  

敦
子

入
選　

桃
色
に
染
ま
る
チ
ョ
ロ
ギ
の
甘
酢
漬
け
雪
降
る
朝
の
卓
の
明
る
し　
　
　
　
　

佐
藤  

愛
子

佳
作　

咳
ぶ
け
る
吾
の
背
な
づ
る
妻
の
手
に
す
き
や
き
鍋
の
葱
の
匂
い
す　
　
　
　
　

大
牧  

山
郭

佳
作　

勲
章
を
貰
い
し
友
の
祝
い
席
四
尺
の
額
に
納
め
て
披
露　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上  

新
子

佳
作　

玄
関
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
生
け
ら
れ
て
師
走
の
歌
会
ひ
と
き
わ
弾
む　
　
　
　

佐
藤  

愛
子

【
雑
詠
部
門
高
点
賞
】

第
一
席　

張
り
替
え
し
障
子
の
糊
の
乾
き
た
る
部
屋
に
冬
日
の
淡
く
込
む　
　
　
　
　

芳
賀  

武
志

第
二
席　

咳
ぶ
け
る
吾
の
背
な
づ
る
妻
の
手
に
す
き
や
き
鍋
の
葱
の
匂
い
す　
　
　
　

大
牧  

山
郭

第
三
席　

桃
色
に
染
ま
る
チ
ョ
ロ
ギ
の
甘
酢
漬
け
雪
降
る
朝
の
卓
の
明
る
し　
　
　
　

佐
藤  

愛
子

第
四
席　

朝
々
の
防
災
無
線
に
流
れ
来
る｢

野
バ
ラ｣

の
チ
ャ
イ
ム
川
土
堤
に
聞
く　

東
海
林  

勇
一

第
五
席　

入
浴
の
余
熱
の
ま
ま
に
潜
り
込
み
寝
床
に
吾
は
ほ
っ
と
息
つ
く　
　
　
　
　

橋
本  

敦
子

第
六
席　

玄
関
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
生
け
ら
れ
て
師
走
の
歌
会
ひ
と
き
わ
弾
む　
　
　

佐
藤  

愛
子

　

例
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
小
正
月
行

事
に
関
連
し
た
取
材
や
ロ
ケ
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。
１
月
23
日
宮
城
県
の

東
日
本
放
送
が
制
作
す
る
ロ
ー
カ
ル
情

報
番
組
「
突
撃
！
ナ
マ
イ
キ
」
の
収
録

が
角
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
番
組
は
秋

田
県
内
の
小
正
月
行
事
や
冬
の
見
所
を

紹
介
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

角
館
の
収
録
で
は
、
冬
の
武
家
屋
敷

通
り
と
岩
橋
家
で
行
わ
れ
て
い
る
冬
が

た
り
の
様
子
、
火
振
り
か
ま
く
ら
の
実

演
を
撮
影
し
ま
し
た
。
武
家
屋
敷
通
り

と
冬
語
り
の
撮
影
は
、
岩
橋
家
の
開
館

時
間
に
合
わ
せ
、
観
光
客
の
多
く
な
い

時
間
帯
に
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

冬
語
り
の
撮
影
で
は
、
室
内
に
も
か
か

わ
ら
ず
レ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
吐
く

息
の
白
さ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

撮
影
環
境
は
厳
し
か
っ
た
も
の
の
、

本
番
の
小
正
月
行
事
が
行
わ
れ
る
前
に

Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良
い
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
冬
の
秋
田
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
お
客

さ
ん
が
秋
田
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
う

番
組
内
容
に
な
れ
ば
い
い
な
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーション
　　　　だより
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西
木
公
民
館
　
　
翌
檜
俳
句
会
初
句
会

【
雑
詠
部
門
講
師
（
大
牧
山
廓
）
選
】

特
選　

葉
牡
丹
に
心
の
渦
を
見
透
か
さ
る　
　
　
　
　

橋
本  

敦
子

入
選　

冬
霧
に
吸
い
込
ま
れ
行
く
ト
レ
ー
ラ
ー　
　
　

村
上  

新
子

入
選　

災
害
を
消
す
が
に
見
せ
て
雪
積
も
る　
　
　
　

芳
賀  

武
志

佳
作　

又
一
戸
空
き
屋
な
る
ら
し
虎
落
笛　
　
　
　
　

布
谷  

ス
エ
ノ

佳
作　

お
ち
ょ
ぼ
口
下
戸
も
上
戸
も
屠
蘇
祝
う　
　
　

橋
本  

勲

佳
作　

も
こ
も
こ
と
雪
道
に
語
る
帰
り
道　
　
　
　
　

鈴
木  

傳

【
雑
詠
部
門
高
点
句
賞
】

第
一
席　

葉
牡
丹
に
心
の
渦
を
見
透
か
さ
る　
　
　
　

橋
本  

敦
子

第
二
席　

又
一
戸
空
き
屋
な
る
ら
し
虎
落
笛　
　
　
　

布
谷  

ス
エ
ノ

第
三
席　

老
う
ほ
ど
に
素
直
な
背
中
初
祈
祷　
　
　
　

布
谷  

ス
エ
ノ

第
四
席　

災
害
を
消
す
が
に
見
せ
て
雪
積
も
る　
　
　

芳
賀  

武
志

第
五
席　

煤
払
い
夫
の
遺
影
を
抱
き
寄
せ
る　
　
　
　

村
上  

新
子

第
六
席　

歳
晩
の
手
術
後
の
身
を
か
ば
い
け
り　
　
　

橋
本  

敦
子

【
席
題
詠
部
高
点
句
賞
】
※
席
題
「
命
」

第
一
席　

雪
山
へ
命
知
ら
ず
の
山
男　
　
　
　
　
　
　

橋
本  

勲

第
二
席　

初
句
会
命
と
季
語
に
悩
み
つ
つ　
　
　
　
　

竹
村  

ア
ケ
ノ

第
三
席　

無
口
な
る
冬
の
川
に
も
命
あ
り　
　
　
　
　

橋
本  

勲

第
四
席　

恙
な
く
命
つ
な
い
で
根
深
汁　
　
　
　
　
　

大
牧  

山
郭

第
五
席　

熱
燗
に
本
音
つ
ら
つ
ら
命
乞
い　
　
　
　
　

橋
本  

敦
子

第
六
席　

彼
の
人
に
命
中
し
た
り
雪
つ
ぶ
て　
　
　
　

大
牧  

山
郭

ご支援
ありがとうございました

　8 月 9 日発生の豪雨災害に対
し、多くのご支援をいただいた
皆様をご紹介します。

《１月 20 日現在確認分》
◆先達野地区会　◆武藤テツヱ

（大仙市）　◆炭田精一（北海道）
◆妙嚴寺（埼玉県）　◆豊嶋鈴寿
華（埼玉県）　◆前田光智 ( 愛知
県）　◆大山キヨ子（仙北市）　
◆東京田沢湖会　  ◆村上昌征（千
葉県）　◆大籠由佳子（神奈川県）
◆安田勝（山梨県）　◆（有）サ
ニックス　◆佐藤一也（仙北市）

（敬称略・順不同）
※広報 1 月 1 日号までに掲載分以降に確認
できた皆様

善意ありがとうございます
（12 月受付分、敬称略）

仙北市内小学校へ
図書等の寄贈
◆一般財団法人秋田県教育関係
職員互助会　理事長　米田進

社会福祉協議会へ寄付
◆洞心会　◆（有）アイルサー
ビス　代表取締役　田山満　◆
角館町芸能ボランティア連絡協
議会　◆石沢キヌ（角館町岩瀬）
◆千葉惣永（生保内字阿気）　◆
横町町内会　代表　難波和夫　
◆仙北市角館交流センター指定
管理者　（株）東北ダイケン秋田
支店　◆よねや商事株式会社　
◆角館温泉　花葉館　◆門脇力
夫（桧木内字小滝）

仙北市安全・安心メールに

ご登録ください！

配信される情報
◆防災情報　◆安心情報

◆子育て情報　◆学校情報　など

空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

へ空メールを送信。返信されるメールの
内容に従って本登録を行ってください。

【問合せ】総合情報センター　 43-3339

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.64

　

寒
中
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
雪
下
ろ

し
・
雪
よ
せ
で
は
、
本
当
に
ご
難
儀
を
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
除
雪
は
危
険
な
作
業
で

す
。
細
心
の
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
以
前
、（
株
）
バ
ス
ク
リ
ン
社
長
の
古
賀

和
則
さ
ん
に
、
仙
北
市
と
し
て
初
の
観
光
大
使

を
お
願
い
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
続

い
て
昨
年
暮
れ
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

理
事
の
荒
木
田
裕
子
さ
ん
（
仙
北
市
出
身
）
を

観
光
大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
荒
木
田
さ
ん
に

は
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
支
援
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の
市
の
参
画
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

荒
木
田
さ
ん
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
バ
ス
ク
リ
ン

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
て
、
そ
ん
な
ご
縁
で
荒
木
田

さ
ん
と
古
賀
さ
ん
は
お
知
り
合
い
の
仲
だ
と
か

…
。
お
二
人
の
連
係
プ
レ
ー
も
期
待
で
き
そ
う

で
す
。

　

観
光
大
使
制
度
の
ス
タ
ー
ト
で
、
こ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
“
何
か

”
が
生
ま
れ
る
こ
と
は

確
実
で
す
。
事
実
、
既
に
有
益
な
動
き
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

中
国
に
は
薬
食
同
源
と
言
う
言
葉
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
私
は
以
前
か
ら
農
業
と
製
薬
業
に

は
多
く
の
共
通
項
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
農
業
が

『　
人
生
を
拓
く
出
会
い　
』

盛
ん
な
土
地
柄
を
活
か
せ
ば
、
仙
北
市
は
製
薬

業
に
も
参
入
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
所

得
の
確
保
や
雇
用
の
拡
大
に
も
繋
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
生
薬
原
料
の
栽
培
に
つ
い
て
、
古
賀
さ

ん
か
ら
バ
ス
ク
リ
ン
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
製

薬
会
社
の
幹
部
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
製
薬
会
社
は
、
医
療
用
漢
方
薬
で
国
内
市
場

の
８
割
を
占
め
る
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
す
。
さ
っ

そ
く
製
薬
会
社
を
訪
ね
、「
仙
北
市
で
生
薬
原
料

の
栽
培
を
行
い
た
い
の
で
、
何
と
か
ご
指
導
く

だ
さ
い
」
と
、
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
要

望
に
製
薬
会
社
は
き
ち
ん
と
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
以
降
は
会
社
側
か
ら
、
栽
培
責
任
者
が
何

度
も
仙
北
市
を
訪
ね
て
く
れ
て
い
ま
す
。
品
種

の
選
定
や
栽
培
条
件
の
確
認
、
生
産
予
定
者
と

の
意
見
交
換
な
ど
、
本
当
に
熱
心
な
対
応
で
す
。

お
か
げ
様
で
、
核
と
な
る
基
本
的
な
生
産
組
織

の
立
ち
上
げ
や
、
栽
培
試
験
の
準
備
を
進
め
る

段
階
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
も
人
生
も
、
動
き
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が

あ
る
よ
う
で
す
。
内
的
な
決
心
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
決
心
を
外
部
か
ら
支
え
る
人
と
の
出
会
い

は
重
要
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
就
職
や
進
学
、
入
学
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
人
生
を
拓
く
出
会
い

に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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